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3. “アサクサノリ"の葉体は，照射量 70000lx. hrs/day (例えば 10000

lx・7hrs/dayの照射)において健全で急速な成長をした。

Summary 

The experiments were carried out to find the light condition suitable for the 

indoor culture of POゅhyra. The results are summarized as follows: 

1. The light of the “special de luxe white" type B.uorescent lamp was most 
suitable for the growth of POゅhyra.

2. Y oung buds of POゅhyragrew rapidly and healthily under a light quantity 

of 500001x・hrsper day (e.g. irradiation of 100001x for 5 hrs per day). 

3. Fronds of Porphyra grew rapidly and healthily under a light quantity of 

70000 lx.hrs per day (e必 irradiationof 10000 lx for 7 hrs per day). 
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琉球列島産海藻知見 (1)

香村真徳*

S. KAMURA: Notes on Some Marine Algae 

from the Southern Ryukyu Islands (1) 

筆者は 1957年以来，沖縄島を中心に海藻相の調査を行ない先に瀬川宗

吉先生との共編の「琉球列島海藻目録J(1960)に幾つかの知見を収録した。

その後，検討していた種類や継続して沖縄島を中心に海藻の採集調査を行な

い，乙れまでに得た知見について報告したい。

筆者は乙乙に，懇篤なる御指導と御校閲を腸った北海道大学理学部・山田幸男教授，

並びに本研究中終始懇切な御指導を腸った九州大学農学部・故瀬川宗吉教授に感謝の意を

表する。また，材料を御提供下さった当教室の西島本信昇講師，学生・知念久見子嬢lζ謹

んで御礼申し上げる。
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18 藻類第 10巻第1号昭和37年4月

Valoniaceaeノイロニア科

Valonia ventricosa J. AGARDHオオノイロニア

(1887) p. 96; BOERGESEN (1913) p. 27，五g.16 ; T AYLOR (1928) p. 75， pl. 13， 

五g.18i岡村 (1936)p. 32，五g.13; I時国 (1939)p. 18 ;神田 (1940)p. 112，五g.7 ; 

EGEROD (1952) p. 347， pl. 29-a; DAWSON (1954) p. 338， 匂.8・巴

乙の海藻は熱帯 ・亜熱帯海域lζ広く分布 している乙とが知られており ，

従来本邦では本州中部の紀伊，八丈島(岡村 1931，1936)からのみ知ら れて

いる。現在ま で琉球列島海域から報告されていないが，本種と同定される小

数個体を採集した。

本種は単独lζ生育 しており ， 略 lま球状の体でその直径は 5~10mm 程度

のものである。熱帯 ・亜熱帯海域から報告されたものではかなり大きな個体

で，中でも神田 (1940)は 7X10.5cmの個体をノfラオ産のもので報じている

が，乙 れに比絞して今回採集したものは小さな個体である。

琉球列島海域では Valoniautricularis (パ ロニア)や V.aegagroPila 

(タマパロニア)等はさんど礁の低潮線付近でごく普通に観察されるが，本種

は稀lζ採集されただけである。

産地 :沖縄島知念(知念久見

子氏採集， no. 988);低潮線付近

のさんど礁上に生育，伊是名島

内花 (no.1021)。

Cladophorac巴aeシオ グサ科

Cladophora aokii Y AMADAアオ

キシオグサ

(1925) p. 85， fig.3 ; TSENG (1936) 

p15O，五gs.13-14.

本種 は従来台湾猫鼻頭や

Hainan (海南島)から知られてい

る。

体は3cm内外の高さで，体

の基部付近の細胞から出る多細

胞性の根様糸の束状付着根(漸

次板様糸は上方に減少し，体の

〆

O 

ミ
Fig. 1. Cladophora aokii YAMADA 
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中部まで達する)でタイドプーノレの側壁に付着していた。 体は多数に分岐し

叢状を呈する。 主軸の細胞の直径は通常 200~235μ で，細胞の長さは基部

では長く漸次上方に短くなる。 小枝の細胞は 90"，200μ 太く，太さの 2~9

倍長い(通常 4"'7 倍)。校は 2~3 叉状に分岐するのが最も普通であるが，稀

に4叉するもの，先端の小校が一方の側に偏生しその基部に模膜を欠いてい

るもの等が観察される。体は暗緑色で堅い手触りがする。

産地:さんど礁の潮間帯下部のタイドプーノレの側壁に着生する，沖縄島

港川 (no.634)。

Rhizoclonium grande BOERGESENオオネダシグサ(新称)

(1935) p. 14，五gs.5-6 ; (1946) p. 31 ; TSENG (1936) p. 149， fig. 12. 

体は黄緑色を呈し堅い手触り

で，数十個の細胞の連なりから成

る。細胞から下落する根様小枝は

1~2mm 長く，隔膜を持たない一

個の細胞からなりその先端で屡々

分岐する。根様小枝は小石にがっ

ちり付着しているため，糸状体は

基物に向って強く屈曲している。

糸状体の細胞は直径225" ，450μあ

り(通常 300~350μ)，細胞の長さ

は直径の 1~3 倍。 細胞膜は厚く

Lー..!GOr

Fig. 2. Rhizoclonium grande BOER-
GESEN Habit of a fragment of a fil・
ament showing the rhizoids 

幾つかの層からなっていて，その厚さは 60~70μ，稀に 120μ に達する。

BOERGESEN (1935)の報告した Bombay産の typespeciesでは細胞膜の厚さ

は33μ， 同著者 (1946) の Mauritius 産のものでは 30~40μ，また TSENG

(1936)の報告した Hainan産では 38μ であり，今回採集した沖縄島産のも

のはそれよりも約2倍近くも厚さがあるが，乙の点を除外して考えれば形態

的に良く一致するので本種と同定した。

産地:潮間帯中部の浅いタイドプーノレにみniasp.と混生，沖縄島波の

上 (no.311)。

Caulerpaceaeイワズタ科

Caulerpa racemosa (FORSKAL) J. AGARDH var. clavifera (TURNER) W. v. 

BOSSE f. reducta BOERGESEN. 
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20 部類第10巻 第 l号 i昭和 3i年4月

(1913) p. 147， fig. 122; TAYLOR (1960) p. 153. 

琉球列島か らは緑藻の中でも熱帯 ・亜熱帯性の Caulerpa(イワズタ 属)

の種類が多数矢口られている。そ

の中でも変異に富んだ Cauler-

ρa racemosα の一品 種 f.redu-

cta K同定されるものを採集した。

体は小さ な塊をな し， 11司包

茎は不規則に分岐 している。f初

旬茎は 200~800μ の太 さ で，円

柱状の小枝(直径 450μ)を付け

ている。通常小枝の先端は文状
Fig. 3. Call1erta racemosa var 
cla-vifera f. Tedllcta BOERGESEN ζ分岐してい る。

Part of the thallus 産地 :砂泥がかった潮間帯

中部の浅いタイドプ{ノレの礁上lζ生育，i中縄島伊差浜 (no.600)。

Caulerραlentil約ra].AGARDHクピレズタ

in WEBER VAN BOSSE (1898) p. 380， pl. 34，五gs.1-2; (1913) p. 112; 111田

(1940) p. 106，五g.16;山田 (1944)p. 27， pl.1，五g.2; GILBERT (1942) p. 23 ; 

EUBANK (1946) p. 418，五g.2，k-l; BOERGESEN (1949) p. 15，五gs.5-7; TAYLOR 

(1950) p. 67; C. longistψitata ( W . v. BOSSE) SVEDELIUS (1906) p目 137，figs. 

45-46. 

o 
L 

5_ 
a 

Fig. 4. Caulerta lelltilifera J. AGARDH 
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香村: 琉球列島産海藻知見 (I) 忽

本種は熱帯海域に広く分布している乙とが知られている。琉球列島海域

から知られておらず，これらの地域の近くからは Phillippines産のものが，

GILBERT (1942)によって報告されているだけである。筆者は宮古島に於いて

本穫を多量に採集することが出来た。

所々不規則に分岐する弔滑な円柱状の旬旬茎は直径2mm内外で，直立

校を 0.5"，4cmの間隠で上方に出し，好く発達した根でもって砂地に広く拡

がっていた。直立校の高さは変化に富み，西表島産 (no.805)のものではその

高さは 1"'3cmあり，宮古島産 (no.1136)のものでは 0.5"，2cm， (no. 1305) 

では発達して 1"'8.5cm にも達する。また直立校は一般に単状であるが，宮

古島産 (no.1305)のものでは屡々分岐するものがある。 直立枝の基部から先

端にかけて小枝が数列に密に直立校を被っている。直径2mm内外の略ぼ小

球状の小枝は短い柄をもっており，その柄は先端で細く経れている。

本種には var.わ'pica，var. kilneri， var. longist争itata(WEBER VAN BossE 

1898)， var. condensata (Y制ADA1944)， f. parvula (BoERGESEN 1949)の変種

及び品種が区別されており，宮古島産 (no.1305)のものは var.condensata ，ζ 

最も近い性質のものと考えられる。また沖縄島で採集した未査定の種類 (no.

1137)があり f.parvulaに最も近いものと考えられるがとれについては検討

した後に報告したい。

産地:西表島大原， 7月(西島本信昇氏採集 no.805);宮古島永松， 6月

(下地正純氏採集 no.1136);低潮線付近の砂地に生育， 8月 (no.1305);トリ

ノてー(砂川恵自君採集 no.1617).

Caulerpa fastigiata MONT AGNEケイワヅタ

in BoERGESEN (1913) p.118， fig. 93; OKAMURA (1916) p. 14， pl. 158， figs. 

9-13 ; TAYLOR (1928) p. 98， pl. 12， fig. 12 ; (1960) p. 130， pl. 10， fig. 12 ;山田

(1940) p. 96， fig. 1. 

本種は本邦iζ於いて従来石垣島からのみ報告されている(岡村 1916，

1936)が，沖縄島からも採集することが出来た。

本種はほぼ綿状の塊をしており， 2"'3 cmの高さで，砂泥がかった浅い

タイドプーノレの壁に生育していた。 体は繊細な毛状で直径は 100"，260μ。

旬包茎と直立枝はほぼ同じ太さで区別し難い。小枝は叉状，互生，対生で不

規則に分岐する。

産地:潮間帯下部の砂泥がかった浅いタイドプーノレの壁に生育 6月，
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沖縄島泊 (no.1213).

Summary 

1n this paper noteworthy marine Chlorophyceae including five species and one 

form from the southern Ryukyu Is1ands， Japan， is reported; 

Valonia ventricosa J. AGARDH 

Hab.: Chinen， Okinawa-jima (nG. 988) ; Uchihana， 1zena-jima (no. 1021). 

A few specimens collected are solitary or a few togethor， and of rather small 
globe， about 5-10 mm in diameter. 

Cladophora aokii Y AMADA 

Hab.: Minatogawa， Okinawa-jima (no.634). 

Rhizoclonium grande BOERGESEN 

Hab.: Naminoue， Okinawa-jima (no.311). 

New to Japan. The bredth of the filaments are from 225-450μ(usually 300-

350μ). The walls in the specimen are strati6.ed and measured 60-70μin diameter. 

The walls of plants from the Ryukyus are thicker than the descriptions of plants 

from Bombay (BOERGESEN， 193同， Hainan (TSENG， 1936)， and Mauritius (BOERGESEN， 
1946)， but the shape of the filaments etc. agree very well with specimens which were 
described by the above workers (Fig. 2). 

Caulerpa raCeJ1l0Sa (FORSKAL) J. AG. var. clavifera (TURNER) W. v. BOSSE f. reducta 

BOERGESEN (Fig.3) 

Hab.: Isahama， Okinawa-jima (no.6oo). 
Caulerpa lentilifera J. AGARDH 

Hab.: Ohara， 1riomote-jima (no. 805); Hisamatu and triba， Miyako-jima (nos. 
1136， 1305， 1617). 

New to Japan. The erect assimilators are very variable， some of these are short 
from 1-3 cm (no.805) and from 0.5-2 cm (no.1136) in length. Other long specimens 

(no.1305) range between ト8.5cm， and are referable to var. condensata YAMADA 

(1944) (Fig. 4). 

Caulerpa fastigiata MONTAGNE 
揖

Hab.: Tomari， Okinawa-jima (no.1213). 
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マリモの培養特に球形保持に関する

実験について

士
ロ 国 啓正恭

K. YOSHIDA: Some Experiments as for the Maintenance 

of Natural Shape of Algal Balls in the Culture 

1960年 7月 1日，文化財保護委員会から許可がおりて，特別天然記念物

「阿寒湖のマリモJ10個が神戸市の須磨水族館にはいった。

マリモは長い間，普通の水槽に入れておくとその糸状体の先端が徒長し

後神戸市立須磨水族館
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